のぞきからくり「幽霊の継子いじめ」の製作年代と製作地 by 板垣, 俊一























1 ）いたがき　しゅんいち　新潟市中央区学校町通 1 ─ 5 ─ 2 ─502
板　垣　俊　一 1 ）





















































































































































































































































































































































































1977.03）、小冊子の発行日が「大正10年 1 月 1 日」となっ
ていることからも上記の可能性が高い。
　またアオリの台紙に使われていた兵庫県朝来郡東河村
の反古文書と、歌詞の小冊子を発行した野川角蔵の素性
から、姫路市の香具師が地元の押絵職人に発注して作ら
せたものであったことが分かった。
　前掲の上島氏の取材記事に、巻郷土資料館の「幽霊の
継子いじめ」のガラ箱の写真を見て、宮澤茂雄氏は、こ
の目玉絵は自分が描いたものだといったとある。中ネタ
を覗くレンズを並べた半円形のガラ箱は、どの外題の屋
台にも共通して使える部品である。そのほかの、中ネタ
やソデ、カンノン、アオリなどの部分はその外題に固有
のものであり、それは宮澤由雄の工房で製作されたもの
ではなかった。
　本稿の作成にあたっては浅草雑芸団代表の上島敏昭
氏、巻町在住の画家上原木呂氏、写真家斉藤文夫氏のお
世話になりました。また新潟市西蒲区巻郷土資料館、広
島県三原市歴史民俗資料館、岐阜県瑞浪市ミュージアム
中仙道の各機関ご所蔵ののぞきからくりを資料として使
わせていただきました。感謝申し上げます。
（2016.01.14）
付記
　本論でふれた拙著『江戸期視覚文化の創造と歴史的展
開—覗き眼鏡とのぞきからくり—』（2012、三弥井書店
刊）の、カラー口絵 7枚目、広島県三原市歴史民俗資料
館所蔵「女一代嗜鏡俊徳丸」（俊徳丸一代記）のマネキ看
板各部を 6枚に分解して掲載したうち、アオリ 2枚は左
右を逆に配置してしまったが、上部の実際の組立のよう
に配置すべきであったので、この紙面を借りて次のよう
に訂正したい。右は継母の呪いによって俊徳丸が病に冒
される場面、左は俊徳丸の病気快癒を祈って滝に打たれ
る許嫁の初菊を描く。
写真Ｉ 写真Ｊ
